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自然豊かな環境を守りましょう。  対象期間 令和２年６月 1 日―令和３年 5 月 31 日 

川窪建設株式会社  
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1-1. 事 業 内 容 
１．事業所名及び代表者名 

 川窪建設株式会社 

 代表取締役 川窪 勇起男 

 

２．所在地 

 本社：長野県松本市桐三丁目 1 番 14 号 

TEL（0263）34-1010  FAX(0263) 33-7049 

 

３．環境管理責任者及び担当者 

 環境管理責任者 川窪 勇起男 

 環境事務局  佐藤 公子 

 TEL:（0263）34-1010  FAX:（0263）33-7049 

 

４．事業内容 

建設業（建築工事業、土木工事業、大工工事業、とび・土工工事業、屋根工事業 

管工事業、舗装工事業、塗装工事業、防水工事業、水道施設工事業、解体工事業） 

 

５．事業規模 

 

 

 

 

 

 

６．認証登録範囲 

 すべての事業、すべての組織を対象とします。 

 

  

活動規模 単位 平成 30 年 令和元年 令和２年 

売上高 百万円 480 495 484 

従業員 人 9 9 8 

本社床面積 m2 109.41 109.41 109.41 
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基本理念 

川窪建設株式会社は建設業を通して地域社会、すなわち地球環境への責任

を理解し、学習し、貢献することの大切さを真摯に受け止めます。 

社員一人一人が環境問題を意識し、環境負荷の軽減に努めます。 

 

行動計画 

１． 二酸化炭素排出量の削減。（電気・車両燃料の使用量等） 

２． 産業廃棄物の減量化・再使用・再生利用。 

３． 水資源の削減。 

４． グリーン購入の推進。 

５． 環境に配慮した施工の取組、提案。 

６． 化学物質の適正管理。 

環境関連法規制等を遵守し、全従業員に周知すると共に協力会社にも協力

を呼びかけます。 

ＥＡ２１を通して環境経営の継続的改善を実施します。 

 

更新日 平成３１年３月２９日   

川窪建設株式会社  

代表取締役 川窪 勇起男 

 

  

1-2. 環境経営方針 
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1-3. 体制図 
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1-４. 環境経営目標 



環境活動レポート       6
 

 

  
1-5. 環境経営活動計画 
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1-6. １年間の取組状況と評価 
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会 

 

 

社 

二酸化炭素排出量削減 

・電気使用量が増えています。例年は２月３月までの工期の工

事がありましたが、全ての大きな工事が 11 月末で終わり、全

員会社での書類作業等が多くなり、電気の使用量が増えまし

た。そんな中でも、こまめに部屋の温度チェックや、休み時間

の消灯はほぼ習慣になりつつあります。ただ、給湯室、トイレ

の消し忘れには要注意です。 

一般廃棄物の削減 

水の削減 

・リサイクル業者（百瀬商店）へダンボール、新聞、缶（スチ

ール・アルミ）をこまめに持って行きました。A１～A3 の図

面に使用した紙を A4 に裁断して、裏紙として使用しました。 

・電子媒体の利用も少しずつ環境が整ってきました。上手に利

用できるようにしたいです。＝「共有フォルダー」の使用。

「共有フォルダÜ」の使用がうまく進みません。今までの紙媒

体でのやり取りを減らしていきましょう。 

グリーン購入の推進 

・引き続き継続できています。 

・詰め替えができるものを積極的に選ぶようにします。 

・グリーン商品で検索し、商品を選ぶようにしています。 

   

 

 

現 

 

 

場 

二酸化炭素排出量削減 ・多少減りました。少しずつ減らしていきましょう。 

水の削減 ・かなり削減できました。 

産業廃棄物の適正管理 

リサイクル率の向上 

・不要な梱包、資材は業者の方に引き取ってもらい、少しでも

量を抑える努力は継続しています。 

・マニフェスト管理も出来ています。 

化学物質の適正管理 

安全施設の導入 

協力会社への教育 

・業者が適正に化学物質（主に塗料）を管理するように指導で

きています。 

・環境活動の理解を深めて頂く為に、新規入場者教育、折に触

れての環境活動により、協力会社の方々も自然と意識付けがで

きているように思います。 



環境活動レポート       12
 

 

 

 

  

1-7. 環境教育・環境活動の様子 

１回目 7 月 3 日 ２回目 8 月 5 日 ３回目 9 月 4 日 

エコクイズ 松本保健所・寿田町団地 

掲示の様子 松本保健所・鎌田中学校・寿田町団地 

拡大 

環境活動への説明の様子 １回目 11 月 16 日 
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節水・節電 掲示の様子 

産廃の様子
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環境教育(灯油流出/ゴミ拾い) 

灯油漏れ訓練 鎌田中学校 

ごみ拾い活動 鎌田中学校・寿田町団地 

ご協力ありがとうございました。 
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 その他の環境活動 
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1-8. 環境関連法規制のとりまとめ及び遵守 
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代表者の評価と見直し・指示 
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作成日 作成者 承認者 

R3.7.28 事務局/佐藤 環境管理責任者/川窪 

令和 3 年度 環境経営活動計画 

（R3.6.1～R4.5.31） 


